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目標は達成されました。
平成１６年９月１５日にバックホーと人との接触事故（無
休）が発生して以来、更に１年記録が更新されました。工
事担当者に限らず、無事故で工事が完成するのは非常
に喜ばしい限りです。労働安全衛生マネジメントシステム
の定着による下記の要因でしょうか。今後ともさらに安全
活動を推進していきます。
①リスク評価による工事での危険原が明確になり、より現
場に即した安全対策が行われるようになってきた
②安全教育（職長・安全衛生責任者）、災防協、安全パト
ロールの成果

目標は達成出来ませんでした。
ライフライン事故（埋設間切断）は２件発生しました。３年
連続です。事故の傾向としては、追込み期の発生です。１
件は「所在不明管」であったため事故防止は難しかったと
思われますが、もう１件では以下の明らかな「ミス」があり
発生したものです。
ⅰ. 作業手順が曖昧
ⅱ. 作業指揮者の指示が不十分
ⅲ. ライフライン事故による影響の重大性を認識していな
い

反省と
決意

ライフライン事故が起こった場合の社会に与える影響の大きさを考
えるなら、“確信をもって作業を進めることが出来ない場合は作業を
中断する”位の対応が必求められます。この認識を持つだけでも十
分な安全対策と言えそうですが、追い込み期に多発することを考え
ますと、現場任せにしない取組も強化する必要があります。
建設機械による無災害とも合せ、現場施工開始前に行っている施工
検討会で、現場でどのように取組むのかを十分確認し、安全パト
ロールの充実、さらに「作業計画書を用いたＫＹ活動」の推進を通し
て引き続き事故防止に努めていきます。
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かろうじて目標達成。
セーフティーラリーはかろうじて５０％を達成しました。完
走できなかった原因は、ほとんどがスピードの出し過ぎで
す。幸い、本年度も交通事故はありませんでしたが、一番
事故に結びつく原因でもあり、完走率を上げ、事故防止を
図るための取組としてスピードダウンの徹底を呼びかける
ことが必要となっています。今後は、安全施工協力会を含
めた活動にしていきます。

前年度の６６％から６３％へと目標は達成されました。
最近の健康ブームで禁煙をする人が増えて来ています
が、まだまだ建設業は業界でも喫煙率
が高い状況です。依存性が強い
ものでもあり、取組も難しく本人
まかせとなっているのが現状
です。今後は、目標として設
定せず、情報の発信を通じて
禁煙の呼びかけを行っていき
ます。

前年度８１％から７８％となり目標は達成しました。
この目標も個人に依存する面が多分にあり、十分な取組
の結果とは言い難い。また、これらの数値は健康診断の
受診時期の関係で全社員の2/3程の数値であり、特に現
場に出ている若い社員を含めた数値になっておらず極め
て高い数値となっている。全社員の数値としては、６９％
になりますが、この数値も全道の建設業（土木）の平均値
５８．７％より１０％以上高い数値であり、今後情報提供に
より食生活の改善、日常的な運動等の促進を引き続き呼
びかけていきます。
　また、ほとんどの社員が次回（平成２１年１、２月）の検
診が始めての特定検診（メタボ検診）となりますので、そ
れを意識した情報発信も合せて行っていきます。
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